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東日本大震災から 10 年 

「災害から自分の命をどう守るのか」を学ぶ 
7月 15 日 河田惠昭先生による講演 麗澤中学・高等学校にて

麗澤中学・高等学校（千葉県柏市/校長：松本卓三）の中学 2年生は、2020 年より自分（ゆめ）プロジェ

クト（総合的学習）の中で「命について考える」をテーマに、今後生きていく上で切り離すことのできな

い、防災についての学びを深めるため、数々の防災・避難生活体験を実施しました。 

 2021 年は、昨年の体験学習で得た学びを更に発展させ、「自分自身も含めた身の回りの命を、災害から

どのようにして守るべきか」ということを、東日本大震災を題材にして理解を深め、具体的な避難方法を検

討します。 

今回はまず東日本大震災への理解をより深めるため、大震災の発生直前に「津波災害」について警鐘を鳴

らしていた、京都大学名誉教授の河田惠昭（かわた よしあき）先生にご講演いただきます。生徒たちは事

前に河田先生の著書を熟読し、生徒同士で議論を広げ、防災に関してのワークシートを完成させましたが、

専門家である河田先生の講演を通して、自分達の考え、アイディアを更に実現可能なものに近づけて欲しい

と考えています。 

（東日本大震災について議論している様子） （議論した結果をクラス内で共有している様子） 

中学 2年生の学年部長である越 朋美（こし ともみ）教諭は「災害国と呼ばれる日本こそがまず、SDGs

の考えの実現＝手本となるような実践をすべきだと考えています。東日本大震災から 10 年目を迎える大き

な節目である 2021 年だからこそ、朧げな記憶をもつ中学 2年生に、過去の経験と教訓を引き継ぎ、未来に

記憶をつなぐことを使命だと考え、その担い手になってほしいと期待しています。」とコメントしていま

す。 

今回の講演で学んだことを 9月の文化祭で「誰も取り残さない防災の実現」ということをテーマに発表す

る予定です。「命について考える」というテーマを学ぶことで、防災への知識を深めると共に自助と共助を

兼ね備えた人材へと成長することを期待しています。 

【特別講演概要】 

■日付：7月 15 日（木） ■時間：13：50～14：40 ■場所：麗澤中学・高等学校

■講演テーマ：「わが国を災害に強くする～東日本大震災から熱海の土砂災害を経験して～」

■講師：河田惠昭（かわた よしあき）先生

（京都大学名誉教授、関西大学社会安全研究センター長・特別任命教授、人と防災未来センター所長） 

【麗澤中学・高等学校について】 

麗澤中学・高等学校は昭和 10 年、 創立者の廣池千九郎（法学博士）が「道徳科学専攻塾」を現在のキャンパス（千葉県柏市光ヶ丘）

に開塾したことから始まります。2015 年には中高一貫コースの「叡智コース」を新設。グローバル社会の中で、冷静かつ客観的に物

事の本質を見抜き、複雑な諸問題を解決していく総合的な人間力である「叡智」を携えた真のリーダーを育成するため、開校以来、蓄

積してきた研究成果と実績を活かし、さらに麗澤らしい教育活動を展開していきます。 


